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創傷治癒に寄与する高気圧酸素治療

高気圧酸素治療（Hyperbaric Oxygen Therapy: HBO）とは、特殊チャン

バー内で 2.0 ～ 2.8 気圧とし、100％酸素もしくは高濃度酸素を吸入する

治療であり、血漿内に溶解する溶解型酸素を増大し、末梢組織まで通常

より多量の酸素を供給する手法である。本治療法の歴史は古く、日本では

1966 年日本高気圧環境 ・ 潜水医学会が設立され、翌年国際学会である

Undersea and Hyperbaric Medical Society（UHMS）が 設 立され、以後潜

水医学と高気圧酸素医学の発展と共に、高気圧酸素治療が国際的に広く

適用されている。適応疾患は広範囲で、一酸化炭素中毒、末梢循環不全、

減圧症、空気塞栓、ガス壊疽、放射線障害、コンパートメント症候群などが

あり、本邦においても「難治性潰瘍を伴う末梢循環障害」は高気圧酸素治

療の保険適応疾患である。

創傷治癒分野では、特に糖尿病性足病変や遅発性放射線障害など、

末梢循環障害に対する創傷治癒過程において HBO は威力を発揮する。

虚血組織では、HBO にて組織酸素分圧が上昇し、線維芽細胞活性の増

大によるコラーゲン産生 ・ 架橋構造の促進が生じる。組織酸素分圧が

10mmHg 以下では線維芽細胞は遊走せず、40mmHg ではコラーゲン産

生が 7倍になるとの報告や、線維芽細胞活性は酸素容量依存的に増大

し、HBO では 3.0 気圧前後まで一次関数的に線維芽細胞数が増大する

との報告もある。HBO は、一酸化窒素（NO）などの細胞内シグナリング亢

進によりAngiopoetion-2 の発現を誘導するとの報告もあり、血管新生にお

いても重要な寄与があると考えられる。

創傷治癒を阻害する感染症に対しても、HBO は有効である。細菌感染

症では、好中球やマクロファージは細菌を取込み、食胞を形成し、食胞内

で細菌を殺菌分解する。酸素依存性殺菌ではスパーオキサイドアニオン、

過酸化水素、次亜塩素酸などの活性酸素が関与し（Oxidative killing 作

用）、Oxidative killing 作用の発揮には最低 30-40mｍHg 以上の酸素分

圧必要であ る。HBO は、特に難 治 性 潰瘍 等の末 梢循環障 害 組 織で

Oxidative killing 作用を発揮することで、感染症に対し効果を発揮する。

臨 床 的 に は、糖 尿 病 性 足 病 変 に 対 する HBO につ いての良 質 な

randomized study が複数あり、major amputation 率の有意な低下が報告

されている。遅発性放射線障害である出血性膀胱炎では HBO 有効率は

80％以上、出血性腸炎では 70％程度と高率である。

創傷治癒目的の HBO の治療回数 ・ 頻度は多様であるが、およそ週 3

～ 5 回、 計 20～50 回程度が多く、創傷治癒の状況に応じて治療回数を
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学会法人化のパブリックコメント（意見公募）募集について

増減する。当院の場合、難治症例に対して 100 回

以上の施行例もある。

米国では良質 な randomized study を根 拠に、

2004 年に医療保険 Medicare の適応疾患に、「糖

尿病性足病変に対する HBO」が認められた。米国

では保険適応を機に、HBO 装置を保有する創傷

治 癒 センター（Wound Healing Center）が 爆 発的

に増加し、現在では 1,000 施設を超す。このような

社会現象からも、創傷治癒分野での HBO への期

待の大きさが窺われる。

HBO は補助的治療ではあるが、他の治療とは

異なるアプローチで、複数の機序により創傷治癒

の有効性を高める治療法と考えられ、今後創傷治

癒分野での広い適用が期待される。

本学会では現在、来年1月からの学会法人化について、会員の皆様からのパブリックコメント（意見

公募）を募集しております。ご意見等は、以下の募集期限までに事務局までメール、FAX、お電話にて

お寄せください。

募 集 期 限 ／ 平成24年9月30日（日）

パブリックコメントの詳細は以下のURLをクリック↓
http://www.jswh.com/public_comment/public_comment.html
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WRRに会員の論文が掲載されました

会員の論文がWound Repair and RegenerationのVolume20 Issue No.4に掲載されました。論文名、

著者は下記の通りです。

投稿規程に関しましてはジャーナルホームページ、http://www.w i ley.com/bw/jou rna l .asp?ref 

=1067-1927&site=1より入手してください。また各巻頭に掲載されておりますInformation for authorsをご参照

下さい。なお、円滑な審査を行うために、2004年度よりオンライン投稿を推奨しております。
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「Novel models for bacterial colonization and infection of full-thickness wounds in rats」
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